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【せいし 製紙 [英] papermaking】 
 

『後漢書』によれば、宮廷の尚方令であった蔡倫
さいりん

(Ts’ai Lun ツァイ・ルン)は樹皮や麻を
用いて紙を漉き、紀元 105 年に和帝にこのことを奏上したとされ、製紙法を確立した人物
として知られている。紙の起源はそれよりも古く、現在のところ最古の紙は、中国甘粛省
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の前漢の墓から出土した放馬灘紙で、紀元前 179～142年頃のものと推定され
ている。放馬灘紙には地図が書かれていたが、この頃の紙は密度が低く主に包み紙として

使われた。書写用紙として使用された最も古い紙は、同じく甘粛省の前漢時代の遺跡から

出土した懸泉紙で、紀元前 74～49年頃の紙と推定されている。 
中国の四大発明の 1つである製紙法はシルクロードを通って西方に伝わり、793年バグダ
ッド、900 年ころエジプトのカイロにそれぞれ製紙工場が設立された。東方への伝来は 2
世紀頃高句麗に、4～6世紀百済に伝えら、日本には高句麗から僧侶曇徴が来朝した 610年
であると『日本書紀』に記されている。南方へは 3世紀ベトナム、7世紀ネパール、インド
に伝わった。ヨーロッパへは西アジアを経て 1141 年にスペイン、1189 年フランス、また
別の経路で 1276年イタリア、1390年ドイツ、1494年イギリスに伝わった。その後、1690
年アメリカ、1803年にカナダに伝わった。 
製紙原料の変遷を見ると、古代中国の紙はいずれもボロぎれなどの麻を主原料とした麻紙

であり、蔡侯紙（蔡倫の製紙法による紙）には、大麻を主として少量の苧
ちょ

麻
ま

と楮の樹皮が

含まれていたと分析されている。日本でも製紙法が伝来した当時から大麻を使っていたが、

主原料は次第に自生種の楮に移行した。751年の正倉院文書には麻紙と並んで楮を原料とす
る穀紙の記述もある。楮に次いで、雁皮の使用も広まり、また三椏は 1598年家康公黒印状
に使用されたのが最初である。短い繊維の方が均一な紙となり書写に適するため 100mm程
度もある長い麻の繊維は白皮の段階で切断して使用した。その労力を軽減すべく、繊維長

約 10mmの楮、5mmの雁皮、4mmの三椏へと移行したわけである。 
和紙の技法として、トロロアオイの根などから抽出する粘液であるネリを繊維の縣濁液に

添加するが、これはウロン酸が繊維をよく分散させるためである。余剰の繊維を捨てる流

し抄きの技法との組み合わせにより、さらに紙は均一となる。いずれも奈良時代から平安

時代にかけて生み出されたと推測されている。 
ヨーロッパでは、古来よりボロ布を原料としていたが、布には亜麻を用いており、繊維長

は 25mm ほどもある。16 世紀頃から綿の輸入量が増加したため、綿も製紙原料となった。
1440 年頃のグーテンベルク(Johannes Gutenberg)の活版印刷機の発明以来宗教書等の出
版が盛んになったが、原料となるボロの入手難から紙が不足した。1719年フランスのレオ
ミュール(Rene Anto Dereaumur)はスズメバチの巣を見て木材から紙ができるはずと学会
に提案したが、砕木パルプをドイツのケラー(Friedrich Gottlob Keller)が発明した 1844年
にこれが実現した。1851年ワット(Charles Watt)とバルガス(Hugh Burgess)が木材を原料
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としたソーダパルプを発明し、1857年アメリカのティルマン(Benjamin Tilghman)が亜硫
酸パルプの特許を得て、1879 年 ドイツのダール(Carl Dahl)が現在主流のクラフトパルプ
を発明したことで、木材が主原料となった。非木材繊維の利用も最近増えており、農産廃

棄物であるワラ、バガス（サトウキビ）の他、竹、ケナフなどが使われる。 
原料が木材へと移行した背景には、抄紙機の進歩があった。フランスのルイ・ロベール

（Nicholas-Louis Robert）は 1798 年に連続抄紙が可能な長網抄紙機を発明し、イギリス
のフォードリニア兄弟（Henry and Sealy Fourdrinier）が 1808年にこれを実用化した。 
日本における洋紙の製造は、有恒社が連続抄紙機を輸入して 1874年に生産を開始したの
が最初で、1879年までに印刷局抄紙部の他 5社が創業した。原料は稲ワラ及びボロであっ
たが、1889年に木材の亜硫酸パルプ製造を、1890年に砕木パルプ製造を本格的に開始し、
やがて国内の紙の自給が可能となった。エゾ松、トド松などの針葉樹材を原料とし、戦前

はその産地である北海道と樺太での紙の生産高は国内の過半を占めた。1952年広葉樹のク
ラフトパルプ化、1977年セルロース分解を抑制するキノン蒸解法の発明など日本が創出し
た技術と、1953年連続蒸解釜の導入などにより、パルプの量産・高品質化が進んだ。1963
年ノーカーボン紙の国産化、1970 年石油由来の合成紙、1971 年ファックス用の感熱紙、
1983年頃の劣化を防ぐ中性抄紙への移行、1984年頃のインクジェット紙など、新しい機能
を備えた紙が市場に出現した。その一方で、1970年ヘドロ、1990年ダイオキシンなどの環
境問題が発生し、排水浄化に努め、無塩素パルプ漂白を導入してきた。また 2003年には繊
維原料に対する古紙パルプの利用率が 61%に達し、適切に管理された認証森林から生産さ
れた木材を原料にしようとする動きも始まり、現代製紙産業は持続可能な社会の実現に邁

進している。 
（江前敏晴） 
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